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１．研究計画の概要 
 ２００５年７月、北海道・知床半島はユネ
スコ世界自然遺産となった。その選定理由は、
知床半島が、希少動物が生息する地域である
ことと流氷が育む豊かな海洋生態系と原始
性の高い陸域生態系の相互関係に類を見な
い特徴があることである。 

しかしこの地域はサケ・マス等の有数の漁
業地域であり、観光地域でもあり、人間生活
との関係が問題点でもあった。自然保護は非
常に重要な要素であるが人間生活も大切な
要素であり、「自然と人間の共生」の観点か
ら本研究を進める。とくに、この地域は冬期
間は厳しい気象環境であり、知床横断道は、
１年のうち半年以上は閉鎖され、半島両側の
ウトロ地域と羅臼地域は分断されて産業・流
通にも支障を来している。また 2004 年１月
大雪時、道路交通は寸断され、電力も長期間
停電し大きな問題点となった。 

そこで知床地域の海氷（流氷）観測、大気
環境観測、雪氷環境、気象特性、交通環境、
雪氷防災等の冬の環境に焦点を絞った研究
を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 海氷厚電磁測定：海氷厚を電磁的に計測
する電磁誘導型探査装置を導入し、サロマ
湖において海氷の厚さを計測する実装試
験を行った。 

(2) 海氷監視：知床半島ウトロから紋別に至
る５地点で流氷用画像転送システムを設
置しデータを取得した。データは携帯電話
利用転送でリアルタイムに本学で取得で
きる。 

(3) 大気環境：オホーツク沿岸温暖化ガスサ

ンプリング観測を行い、基礎観測データを
得た。 

(4) 気象観測：知床横断道路ウトロ～羅臼間
においてインターバルカメラおよび気温
計を設置し、冬期間の積雪深標尺および羅
臼岳斜面画像・気温データを取得した。 

(5) 積雪観測：知床半島横断道路で地中レー
ダー積雪観測を行い、さらに羅臼に至る積
雪水量観測を行った。 

(6) 無人気象観測：知床岬突端において衛星
通信型無人気象装置を設置し、データを受
信している。 

(7) 雪氷災害：半島部の電力供給末端地域の
大雪停電障害対策として羅臼町の送電線
に着雪データ用に無人気象観測装置を設
置した。また低温室に製氷装置等を導入し、
電線着雪実験を行った。 

(8) 知床半島および周辺域において気象デー
タおよび海氷期間データを収集し、海氷と
気象の関連の解析を行った。    

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

 (理由) 
(1) 海氷厚電磁測定、(2) 海氷監視、(3) 

大気環境、(4) 気象観測は順調に観測を行
なっている。(5) 積雪観測に関しては、知
床峠ウトロ側は順調に雪上車による観測
を行なっているが、羅臼側は急峻な斜面に
観測を阻まれていたが 2009 年度はスキー
による観測ができた。(6) 無人気象観測は
知床岬が自然保護特別地域であることと
装置が新技術のために設置が遅れたが
2009 年度に実行できた。(7) 雪氷災害、(8) 
知床半島海氷解析は順調に研究が行なわ
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れている。 
 

４．今後の研究の推進方策 
(1) 海氷厚電磁測定：電磁誘導型探査装置に
よる海氷厚測定は、サロマ湖のほか知床地
域、巡視船による海氷観測に範囲を拡げ、
南極や北極の極地観測にも応用する。 

(2) 海氷監視：知床半島から紋別に至る５地
点で流氷画像データから海氷分布の地域
特性を解析する。 

(3) 大気環境：オホーツク沿岸のメタンガス
サンプリング観測から海氷によるメタン
輸送の研究を進める。 

(4) 気象観測：知床横断道路インターバルカ
メラから積雪変化観測を進めるとともに
雲底高度からフェーン現象解析を行なう。 

(5) 積雪観測：知床半島横断道路での地中レ
ーダー積雪観測等により、積雪年々変動の
解析を行ない、積雪分布特性を求める。 

(6) 無人気象観測：知床岬突端の衛星通信型
無人気象装置の保守により、気象解析およ
び極地観測への応用試験を試みる。 

(7) 雪氷災害：大雪停電障害対策および塩水
着氷による電気短絡の実験解析を行なう。 

(8) 海氷変化：知床半島周辺域海氷と気候変
化との対応を解析する。 

(9) 雪氷利用：牧草断熱材による貯雪により
冷熱利用を行い、オホーツク地域の寒冷気
候利用に貢献する。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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